
















































































































































期日：2014 年 7 月 28 日（月）〜30 日（水）
3日間　10：00〜12：00
場所：山梨学院大学樹徳館
参加人数：3 日間合計 44 名（1日目 14 名・2



















参加人数：3 日間合計 44 名（1日目 14 名・2












期日：2014 年 9 月 30 日（火）〜10 月 2 日（木）
3日間　18：00〜20：00
場所：山梨学院砂田ツインソフトボール場
参加人数：3 日間合計 37 名（1日目 13 名・2




















参加人数：3 日間合計 46 名（1日目 17 名・2

























参加人数：3 日間合計 62 名（1日目 22 名・2














参加人数：3 日間合計 29 名（1日目 10 人・2












期日：2015 年 1 月 24 日（土）2月 7日（土）
2日間








































図 5　トライアルスポーツ（全種目）保護者アンケート 4（n＝ 82）
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期日：2015 年 2 月 6 日（ 金 ）18：30〜20：
















図 10　ユニバーサルスポーツ教室アンケート 1（n＝ 67）
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図 12　ユニバーサルスポーツアンケート 3（n＝ 67）
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（自動体外式除細動機）の使用方法をマネキン
型の人形を使用した実践形式での講義を行っ
た。参加者を替え 2日間実施した。
iii．プログラムの様子・効果
プログラム内容については、一般的な一次救
命処置の講習会を行ったが、AEDの機器は日
常的に接する機会が少ないということで、参加
者は意欲的に取り組み、アンケート結果におい
ても満足度が高い結果であった（図 13）。大学
の強化指定クラブの学生が一緒に受講し、実技
を複数人で行う際に協力するなど、市民と学生
が交流を深める機会となった。
また、今後、今回のような受講者がイベント
等のボランティアスタッフとして力体制を作る
第一歩のきっかけを作ることが出来た。実際に
ボランティアスタッフとしての協力の実現につ
いては課題であるが、ボランティアスタッフの
育成基盤としての可能性を持った講習会であっ
た。
受講者のアンケートからは、一度の講習会で
は自信がつかないという回答が多く見受けられ
た。今後は、定期的な講習会の実施が必要であ
ろう。また、AEDの知識や技能を持った市民
をどのようにしてスポーツイベントへ繋げてい
くかは今後の課題である。
ユニバーサルスポーツの様子
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図 13　AED講習会アンケート（n＝ 55）
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笛吹市と山梨学院大学による平成 26 年度文部科学省委託事業「スポーツを通じた地域コミュ
ニティ活性化促進事業（大学・企業のスポーツ資源を活用した地域コミュニティ活性化促進
事業）」の事例報告（綿谷　健佑・長倉　富貴）
Ⅴ．成果・課題
本事業の成果は、笛吹市では初めての試みで
はあったが、山梨学院大学の指導者や施設など
の環境に恵まれ、市民へ質の高いスポーツサー
ビスを提供することが出来た。特に子どもを対
象にしたトライアルスポーツでは、年間を通し
て複数種目のスポーツを同一の子ども達が行っ
たことは発育・発達の面は勿論、多様なスポー
ツへの興味関心を高めることに効果があったと
考えられる。生涯を通じてスポーツ活動に接し
ていく第一歩を作ることができたであろう。一
部の種目では、子ども達へ継続して行うことが
できるスポーツ教室の案内を行うことで、継続
的なスポーツ機会の提供も斡旋することが出来
た。また、全てのプログラムにおいて、地域コ
ミュニティの活性化につながるような子ども達
同士、保護者同士、大学指導者と地域の方、学
生と子ども達といった地域と地域、地域と大学
の交流を深める場を作ることが出来た。
学生達にとっては、各プログラムの企画や運
営、指導を行うことが実践的なスポーツマネジ
メントの学習やセカンドキャリアにおけるスポ
－ツとの関わり方、指導方法等を学ぶ機会とな
り、本事業が学生の学習の場を広げる役割を果
たしたと言うことが出来るだろう。
課題は、笛吹市では初めての試みということ
もあり、市民へ様々な方法（広報・専用ホーム
ページ・協力団体への依頼など）で企画の告知
を行ったが、告知に対する反応が非常に薄い状
態であったことがあげられる。結果として、普
段から何らかの形でスポ－ツ活動に参加してい
てスポーツに関心の高い市民からは積極的なア
プローチがあり、好評を得ることが出来たが、
スポーツに対する関心が低いと思われる市民か
らの反応がきわめて薄く、普段スポーツ機会を
得にくい市民にはなかなか参加を促せなかっ
た。積極的にメディアへ働きかけ、告知や取材
を受けるべきだったという反省点があげられ
る。また、こうした体験型の教室を「継続して
ほしい」、「大学主催の各種目の教室を開催して
ほしい」という声が多かったが、全ての要望に
応えることが出来ず、今後の教室の開催の方法
について検討の余地が多く残った。
AED講習会の様子
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Ⅵ．まとめ
山梨学院大学のスポーツ資源を活用し、1年
を通じて笛吹市民へ質の高いサービスを提供す
ることが出来た。今後、大学のスポーツ資源の
活用は、大きな社会的役割をより一層持つよう
になることが考えられる。本事業では、初年度
の試みにより受入人数や住民への告知方法など
に課題が生じたが、住民の満足度やスポーツを
行う動機付けでは非常に高い成果を得ることが
出来た。
本事業は、平成 26 年度に文部科学省委託事
業として笛吹市と山梨学院大学で取り組んだ事
業であったが、文部科学省の事業終了により、
残念ながら継続した実施は行われなくなった。
運営基盤とネットワークの構築が出来上がり、
事業の精度をこれから向上していこうという時
の事業終了は誠に残念である。本事業を通じて、
子どもから高齢者までの運動不足の解消、人と
人とのコミュニケーションの希薄化などの社会
的問題の解決については、行政機関や教育機関
に地域住民が大いに期待していることを強く感
じた。本学のスポーツ資源は、社会的問題の解
決に大きく貢献することが出来る可能性を有し
ている。今後も、継続して本事業で得たノウハ
ウや運営基盤をもとにして地域社会へと還元出
来る取り組みを実施していきたい。
また、この活動を通じた学生達の取り組みは、
実践的なスポーツマネジメントの学習、学生ア
スリートのキャリア教育といった学生の教育機
会の創出についても一定の成果を得ることが出
来た。しかし、市民へのサービス提供を重視し
た運営基盤の構築を優先した為に、有給のスタ
ッフで運営マネジメントの主要な部分をほとん
ど担ってしまい、学生にマネジメントの部分に
十分に関わらせることが出来なかった。学生が
自ら考え、実践し、学ぶ実践教育の場とするた
めには、事業を継続し経験値を高めながら更な
る運営基盤やネットワークの構築が必要になる
と考える。学生にとっては自身が社会に貢献す
る役割を担っているという意識や興味を抱き、
地域への関心を高めていってほしいと願う。ま
た、自治体や地域のスポーツ関連団体と今後も
連携し、スポーツを通じた教育活動並びに社会
貢献活動を進めて行き、地域におけるスポーツ
振興の推進に大学として一役を担っていければ
と願う。
著者は、笛吹市の臨時職員として平成 26 年
度の 1年間本学スポーツマネジメント研究室に
在籍し本事業の事務局を担当した。本報告は著
書が事業責任者の長倉富貴准教授とまとめた報
告書をもとに執筆した。
〈参考文献〉
文部科学省「スポーツを通じた地域コミュニテ
ィ活性化促進事業」http://www.mext.go.jp/
b_menu/houdou/25/05/attach/1335041.htm
「文部科学省委託事業平成 26 年度スポーツを通
じた地域コミュニティ活性化促進事業」山梨
学院大学HP
http://www.ygu.ac.jp/sports/lab/
